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新新新新

し

い

し

い

し

い

し

い

時

代

時

代

時

代

時

代

    

新新新新

し

い

し

い

し

い

し

い

公

共

事

業

公

共

事

業

公

共

事

業

公

共

事

業

    

本

誌

編

集

委

員

本

誌

編

集

委

員

本

誌

編

集

委

員

本

誌

編

集

委

員

    

最

近

、

公

共

事

業

批

判

を

覆

す

よ

う

な

新

し

い

タ

イ

プ

の

公

共

事

業

が

各

地

で

登

場

し

て

き

て

い

る

。

そ

の

よ

う

な

特

色

あ

る

公

共

事

業

の

実

態

を

取

材

し

た

。

 

 

<< <<

住

民

参

加

型

公

共

事

業

住

民

参

加

型

公

共

事

業

住

民

参

加

型

公

共

事

業

住

民

参

加

型

公

共

事

業

――――

京

都

府

京

都

府

京

都

府

京

都

府

    

府

民

公

募

型

安

府

民

公

募

型

安

府

民

公

募

型

安

府

民

公

募

型

安

心心心心

・・・・

安

全

整

備

事

業

安

全

整

備

事

業

安

全

整

備

事

業

安

全

整

備

事

業

>> >>
    

「

住

民

の

役

に

立

た

な

い

ム

ダ

な

施

設

の

建

設

ば

か

り

」
「

公

共

事

業

の

意

思

決

定

過

程

が

不

透

明

」

―

―

公

共

事

業

に

対

し

て

よ

く

聞

く

批

判

だ

。

し

か

し

、

こ

の

よ

う

な

批

判

を

覆

す

公

共

事

業

が

京

都

府

で

実

践

さ

れ

て

い

る

。

「

府

民

公

募

型

安

心

・

安

全

整

備

事

業

」

で

あ

る

。

こ

れ

は

、

公

共

事

業

に

住

民

参

加

の

要

素

を

取

り

入

れ

る

新

し

い

試

み

だ

。

本

事

業

の

成

果

と

課

題

を

探

る

べ

く

、

本

事

業

を

所

管

す

る

京

都

府

建

設

交

通

部

監

理

課

の

山

本

克

氏

と

宮

崎

香

津

代

氏

を

取

材

し

た

。 

 

本

事

業

は

、

リ

ー

マ

ン

シ

ョ

ッ

ク

後

の

景

気

対

策

の

一

環

と

し

て

二

〇

〇

九

年

度

か

ら

始

ま

っ

た

。「

従

来

型

の

公

共

事

業

で

は

効

果

が

見

込

め

な

い

。

新

し

い

視

点

で

何

か

で

き

な

い

か

」

と

い

う

問

題

意

識

を

持

っ

た

山

田

啓

二

知

事

の

ト

ッ

プ

ダ

ウ

ン

の

発

案

に

よ

る

も

の

だ

。

予

算

は

六

〇

億

円

が

つ

い

た

。 

 

本

事

業

は

、

京

都

府

が

管

理

す

る

道

路

や

河

川

、

建

物

等

で

、

安

心

・

安

全

に

関

わ

る

改

善

が

必

要

な

箇

所

を

府

民

に

公

募

し

、

集

ま

っ

た

提

案

を

有

識

者

な

ど

に

よ

る

公

開

の

場

で

審

査

し

て

、

事

業

実

施

箇

所

を

決

定

す

る

と

い

う

仕

組

み

だ

。

二

〇

〇

九

年

度

は

、

二

、

三

〇

〇

件

を

超

え

る

公

募

が

あ

り

、

約

一

、

五

〇

〇

件

の

実

施

が

決

定

し

た

。

道

路

の

段

差

解

消

や

ガ

ー

ド

レ

ー

ル

の

設

置

な

ど

、

ま

さ

に

府

民

の

安

心

・

安

全

に

直

結

し

た

事

業

が

実

施

さ

れ

て

い

る

。 

 

本

事

業

の

メ

リ

ッ

ト

と

し

て

は

、

ま

ず

、

住

民

の

発

意

に

よ

る

公

共

事

業

が

具

現

化

す

る

こ

と

で

、

住

民

満

足

度

が

向

上

す

る

こ

と

が

あ

げ

ら

れ

る

。

ま

た

、

公

共

事

業

の

意

思

決

定

過

程

を

府

民

に

オ

ー

プ

ン

に

す

る

こ

と

で

、

こ

れ

ま

で

ブ

ラ

ッ

ク

ボ

ッ

ク

ス

で

あ

っ

た

箇

所

付

け

を

透

明

化

し

た

こ

と

も

大

き

な

メ

リ

ッ

ト

だ

。

府

民

か

ら

の

評

判

も

上

々

で

、

「

や

っ

て

く

れ

て

良

か

っ

た

」

と

い

う

声

が

多

く

寄

せ

ら

れ

て

い

る

そ

う

で

あ

る

。

 

経

済

的

な

観

点

か

ら

も

本

事

業

の

効

果

は

大

き

い

。

近

年

、

府

の

公

共

事

業

予

算

が

減

少

し

て

お

り

、

数

の

多

い

中

小

建

設

業

者

の

受

注

機

会

が

減

っ

て

い

た

。

し

か

し

、

本

事

業

だ

と

、

ほ

と

ん

ど

が

数

百

万

円

単

位

の

小

規

模

な

工

事

と

し

て

発

注

さ

れ

る

の

で

、

中

小

建

設

業

者

が

受

注

す

る

機

会

が

必

然

的

に

多

く

な

り

、

地

域

経

済

へ

の

波

及

効

果

は

抜

群

で

あ

る

。

実

際

、

中

小

建

設

業

者

か

ら

、
「

助

か

っ

て

い

る

」

と

の

声

が

あ

が

っ

て

い

る

と

い

う

。 

 

ま

た

、

本

事

業

に

は

、

「

住

民

力

」

向

上

ツ

ー

ル

と

し

て

の

可

能

性

も

指

摘

で

き

る

。

北

部

を

中

心

に

、

自

治

会

単

位

で

公

募

が

行

わ

れ

る

例

も

多

く

、

山

本

氏

は

、

「

住

民

の

自

主

性

や

地

域

の

自

治

機

能

の

向

上

に

つ

な

が

っ

た

こ

と

が

、

こ

の

事

業

の

効

果

と

し

て

大

き

い

」

と

語

る

。 

 

一

方

で

、

課

題

も

あ

る

。

最

大

の

課

題

は

、

職

員

の

人

員

的

負

担

が

大

き

い

こ

と

だ

。

応

募

案

件

の

現

地

確

認

、

審

査

委

員

会

の

設

置

、

現

場

監

督

な

ど

、

職

員

が

や

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

仕

事

は

多

い

。

職

員

は

他

の

出典 京都府ホームページ 
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通

常

業

務

と

並

行

で

本

事

業

の

膨

大

な

事

務

を

こ

な

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

だ

。

ア

ウ

ト

ソ

ー

シ

ン

グ

な

ど

省

力

化

を

進

め

て

い

く

こ

と

が

必

要

で

あ

ろ

う

。 

 

公

共

事

業

に

対

す

る

批

判

は

根

強

い

が

、

自

治

体

の

行

う

公

共

事

業

は

、

生

活

に

直

結

し

た

も

の

が

多

く

、

地

域

経

済

に

と

っ

て

も

不

可

欠

の

も

の

で

あ

る

。

本

事

業

は

、

公

共

事

業

を

住

民

に

開

く

挑

戦

的

取

り

組

み

で

あ

り

、

自

治

体

の

公

共

事

業

の

新

た

な

可

能

性

を

示

し

て

い

る

と

い

え

よ

う

。

（

文

責

 

長

谷

川

智

史

）
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公

共

事

業

公

共

事

業

公

共

事

業

公

共

事

業

のののの

選

択

選

択

選

択

選

択

とととと

集

中

集

中

集

中

集

中

――――

阪

神

港

阪

神

港

阪

神

港

阪

神

港

（（（（

神

戸

港

神

戸

港

神

戸

港

神

戸

港

））））>> >>
    

近

年

重

視

さ

れ

て

い

る

公

共

事

業

の

「

選

択

と

集

中

」

、

そ

の

意

味

を

探

る

た

め

、

京

浜

港

と

と

も

に

国

際

コ

ン

テ

ナ

戦

略

港

湾

に

指

定

さ

れ

た

神

戸

港

を

取

材

し

た

。 

神

戸

港

は

二

〇

〇

四

年

、

政

令

に

よ

り

「

ス

ー

パ

ー

中

枢

港

湾

」

に

指

定

さ

れ

た

。

大

阪

港

と

一

体

の

「

阪

神

港

」

と

し

て

、

国

際

物

流

の

拠

点

と

な

る

べ

き

重

要

港

湾

と

位

置

付

け

ら

れ

た

の

だ

。

ま

た

阪

神

港

は

、

二

〇

一

〇

年

、

国

内

貨

物

の

さ

ら

な

る

集

中

を

目

指

し

、

「

国

際

コ

ン

テ

ナ

戦

略

港

湾

」

に

指

定

さ

れ

た

。

こ

う

し

た

一

連

の

動

き

の

背

景

に

あ

る

も

の

は

何

か

。 

神

戸

港

は

か

つ

て

世

界

第

四

位(

国

内

第

一

位)

の

コ

ン

テ

ナ

取

扱

量

を

誇

っ

て

い

た

。

日

本

で

唯

一

、

大

型

コ

ン

テ

ナ

船

の

寄

港

が

可

能

な

港

と

し

て

、

欧

州

・

北

米

と

ア

ジ

ア

を

結

ぶ

中

継

港

の

役

割

を

担

っ

て

い

た

の

で

あ

る

。

し

か

し

、

現

在

の

神

戸

港

に

か

つ

て

の

よ

う

 

な

勢

い

は

な

い

。

二

〇

〇

七

年

の

コ

ン

テ

ナ

取

扱

量

は

世

界

第

四

四

位

に

転

落

し

、

国

内

で

も

東

京

、

横

浜

、

名

古

屋

に

次

ぐ

第

四

位

に

甘

ん

じ

て

い

る

。

こ

う

し

た

事

情

の

背

景

に

つ

い

て

、

神

戸

市

み

な

と

総

局

の

担

当

者

は

、

阪

神

淡

路

大

震

災

や

そ

れ

に

と

も

な

う

西

日

本

諸

港

の

整

備

、

釜

山

港

を

は

じ

め

と

す

る

東

ア

ジ

ア

の

港

湾

整

備

の

進

展

の

影

響

が

大

き

い

と

述

べ

る

。 

一

九

九

五

年

の

阪

神

淡

路

大

震

災

を

契

機

と

し

て

神

戸

港

の

コ

ン

テ

ナ

取

扱

量

は

半

分

近

く

に

減

少

す

る

と

と

も

に

、

多

く

の

貨

物

が

九

州

、

中

国

、

四

国

の

地

方

港

に

流

れ

る

こ

と

に

な

っ

た

。

西

日

本

の

コ

ン

テ

ナ

港

は

、

震

災

直

前

の

一

九

九

三

年

に

一

九

港

で

あ

っ

た

も

の

が

、

二

〇

〇

八

年

に

は

三

八

港

と

、

二

倍

に

増

加

し

て

い

る

。

政

府

は

多

く

の

中

規

模

港

を

整

備

す

る

こ

と

で

、

全

体

と

し

て

の

貨

物

取

扱

量

維

持

を

図

っ

た

の

だ

。

 

こ

の

動

き

は

「

選

択

と

集

中

」

の

逆

を

行

く

も

の

と

い

え

、

分

散

投

資

に

よ

っ

て

国

際

競

争

力

を

低

下

さ

せ

る

結

果

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

。 

ま

た

、

釜

山

港

は

こ

れ

ま

で

神

戸

港

が

担

っ

て

き

た

中

継

港

の

役

割

を

引

き

継

ぐ

こ

と

で

そ

の

力

を

伸

ば

し

て

い

る

。

そ

れ

ま

で

は

神

戸

港

を

利

用

し

て

い

た

日

本

の

企

業

も

使

用

料

の

安

い

釜

山

港

を

利

用

す

る

の

が

一

般

的

と

な

っ

て

い

る

。

一

九

八

〇

年

代

に

は

神

戸

港

の

三

分

の

一

程

度

で

あ

っ

た

釜

山

港

の

貨

物

取

扱

量

は

、

二

〇

〇

八

年

に

は

神

戸

港

の

五

倍

以

上

に

達

し

て

い

る

。

釜

山

港

成

長

の

要

因

と

し

て

は

、

韓

国

の

国

策

に

よ

る

釜

山

港

へ

の

集

中

投

資

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

。 

こ

う

し

た

現

状

を

改

善

す

る

べ

く

「

ス

ー

パ

ー

中

枢

港

湾

」

、

「

国

際

コ

ン

テ

ナ

戦

略

港

湾

」

と

い

っ

た

構

想

が

生

ま

れ

た

。

戦

略

港

湾

「

阪

神

港

」

が

目

指

す

べ

き

姿

と

は

、

国

際

物

流

を

支

え

る

東

ア

ジ

ア

の

主

要

港

と

な

る

こ

と

で

あ

る

。

釜

山

港

の

優

位

点

と

し

て

、

タ

ー

ミ

ナ

ル

コ

ス

ト

が

安

価

で

あ

る

こ

と

、

大

型

船

か

ら

フ

ィ

ー

ダ

ー

船(

小

型

船)

へ

の

貨

物

の

積

み

替

え

が

行

い

や

す

い

こ

と

が

挙

げ

ら

れ

る

が

、

阪

神

港

は

こ

の

二

点

に

つ

い

て

競

争

力

を

強

化

す

る

こ

と

で

、

日

本

の

貨

物

を

、

釜

山

港

等

を

経

由

す

る

の

で

は

な

く

、

阪

神

港

か

ら

発

着

さ

せ

る

こ

と

を

目

指

し

て

い

る

。

神

戸

・

大

阪

両

埠

頭

公

社

の

民

営

化

と

経

営

統

合

に

よ

っ

て

運

営

経

費

の

削

減

を

図

る

と

と

も

に

、
「

選

択

と

集

中

」

に

よ

る

国

費

の

集

中

投

資

に

よ

っ

て

タ

ー

ミ

ナ

ル

コ

ス

ト

の

低

神戸港の風景 
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減

を

実

現

す

る

こ

と

に

よ

り

、

釜

山

港

の

「

支

港

」

に

甘

ん

じ

て

い

る

現

状

を

改

善

し

よ

う

と

し

て

い

る

の

だ

。

 
西

日

本

は

人

口

六

、

〇

〇

〇

万

人

、G
D

P

二

三

四

兆

円

の

経

済

規

模

で

あ

る

。

現

在

は

三

八

に

も

及

ぶ

港

に

物

流

が

分

散

し

、

そ

の

各

港

か

ら

釜

山

経

由

で

海

外

と

の

貿

易

を

行

う

と

い

う

、

非

常

に

非

効

率

な

状

況

に

陥

っ

て

い

る

。

阪

神

港

が

こ

の

経

済

圏

の

物

流

を

ま

と

め

る

国

際

ハ

ブ

港

と

し

て

、

ひ

い

て

は

日

本

経

済

活

性

化

の

牽

引

役

と

な

れ

る

か

、

今

後

の

動

向

が

注

目

さ

れ

る

。

 

（

文

責

 

籾

山

大

輝

） 

 << <<
P
F
I

P
F
I

P
F
I

P
F
I

（（（（

官

民

連

携

官

民

連

携

官

民

連

携

官

民

連

携

））））

型

公

共

事

業

型

公

共

事

業

型

公

共

事

業

型

公

共

事

業

――――

神

奈

川

県

神

奈

川

県

神

奈

川

県

神

奈

川

県

    

寒

川

寒

川

寒

川

寒

川

浄

水

場

浄

水

場

浄

水

場

浄

水

場

排

水

処

理

施

設

排

水

処

理

施

設

排

水

処

理

施

設

排

水

処

理

施

設

に

お

け

る

に

お

け

る

に

お

け

る

に

お

け

る

P
F
I

P
F
I

P
F
I

P
F
I

事

業

事

業

事

業

事

業

>> >>
    

官

民

連

携

で

公

共

施

設

を

整

備

運

営

す

る

「P
F

I

（P
riv

a
te F

in
a

n
ce In

itia
tiv

e

）

」

、

そ

の

実

態

を

探

る

た

め

、

我

々

はP
F

I

の

先

進

事

例

で

あ

る

神

奈

川

県

企

業

庁

寒

川

浄

水

場

排

水

処

理

施

設

を

取

材

し

た

。 

P
F

I

と

は

、

公

共

施

設

の

整

備

・

運

営

を

資

金

面

も

含

め

て

民

間

事

業

者

に

委

託

す

る

手

法

で

あ

る

。

民

間

の

資

金

や

ア

イ

デ

ア

の

活

用

を

通

じ

て

公

共

施

設

の

整

備

・

運

用

を

よ

り

効

率

的

な

も

の

に

す

る

こ

と

に

、

そ

の

主

眼

は

置

か

れ

る

。 

一

九

九

九

年

、

国

レ

ベ

ル

でP
F

I

法

（

民

間

資

金

等

の

活

用

に

よ

る

公

共

施

設

等

の

整

備

等

の

促

進

に

関

す

る

法

律

）

が

施

行

さ

れ

た

の

を

受

け

、

二

〇

〇

〇

年

に

神

奈

川

県

に

お

い

て

も

P
F

I

の

指

針

が

策

定

さ

れ

た

。

そ

し

て

、

当

時

そ

の

建

設

か

ら

三

〇

年

余

り

が

過

ぎ

老

朽

化

が

目

立

っ

て

い

た

寒

川

浄

水

場

排

水

処

理

施

設

が

そ

の

モ

デ

ル

ケ

ー

ス

と

な

っ

た

。 

二

〇

〇

三

年

、

神

奈

川

県

企

業

庁

と

企

業

コ

ン

ソ

ー

シ

ア

ム

で

あ

る

寒

川

ウ

ォ

ー

タ

ー

サ

ー

ビ

ス

株

式

会

社

（S
P

C

）

の

間

で

特

定

事

業

契

約

が

結

ば

れ

、

二

〇

〇

六

年

よ

り

運

営

が

開

始

さ

れ

た

。SP
C

と

は

特

別

目

的

会

社

の

意

味

で

、

専

ら

資

金

調

達

の

器

と

し

て

利

用

さ

れ

る

。

総

事

業

費

は

一

五

〇

億

円

で

、

施

設

完

成

後

、

同

S
P

C

は

施

設

の

維

持

運

営

や

浄

水

汚

泥

の

再

生

利

用

そ

し

て

返

送

水

の

管

理

を

二

〇

年

間

に

渡

り

担

う

。

施

設

の

建

設

と

維

持

管

理

は

同

S
P

C

が

担

当

す

る

が

、

施

設

の

所

有

権

は

神

奈

川

県

が

保

有

す

る

「B
T

O

方

式

」

と

な

っ

て

い

る

。

B
T

O

方

式

に

は

同

S
P

C

が

施

設

の

所

有

権

を

持

つ

こ

と

な

く

、

固

定

資

産

税

の

負

担

を

回

避

で

き

る

メ

リ

ッ

ト

が

あ

る

。 

従

来

は

「

個

別

発

注

」

並

び

に

「

仕

様

発

注

」

方

式

が

取

ら

れ

、

単

年

度

ベ

ー

ス

で

公

共

部

門

が

細

か

い

仕

様

ま

で

規

定

し

て

い

た

。

一

方P
F

I

で

は

「

一

括

発

注

」

並

び

に

「

性

能

発

注

」

方

式

が

取

ら

れ

る

こ

と

で

、

事

業

の

視

野

が

長

期

的

な

も

の

に

な

っ

た

。

ま

た

公

共

部

門

は

そ

の

性

能

面

の

み

規

定

し

具

体

的

な

中

身

は

民

間

事

業

者

に

任

す

こ

と

に

よ

り

、

民

間

の

創

意

工

夫

が

よ

り

事

業

に

反

映

さ

れ

る

こ

と

に

な

っ

た

。

結

果

的

に

本

事

業

で

は

行

政

コ

ス

ト

は

三

六

億

円

ほ

ど

節

減

さ

れ

て

い

る

と

の

こ

と

だ

。 

課

題

と

し

て

は

、

事

業

運

営

段

階

で

官

が

必

要

以

上

に

干

渉

す

る

と

民

間

事

業

者

の

意

欲

を

妨

げ

る

点

や

、

各

々

の

努

力

が

十

分

で

な

け

れ

ば

か

え

っ

て

公

的

負

担

がP
F

I

導

入

以

前

よ

り

重

く

な

る

可

能

性

が

あ

る

と

い

っ

た

点

が

挙

げ

ら

れ

る

。 

同

S
P

C

の

担

当

者

は

、

そ

の

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

に

つ

い

て

、

「

施

設

の

建

設

自

体

で

儲

け

る

の

で

は

な

く

、

施

設

の

維

持

管

理

と

浄

水

発

生

土

の

有

効

利

用

と

い

う

サ

ー

ビ

ス

提

供

に

よ

っ

て

収

益

を

挙

げ

て

い

る

」

と

述

べ

る

。

施

設

の

維

持

管

理

に

関

し

て

は

「

サ

ー

ビ

ス

購

入

型

」

形

式

が

取

ら

れ

る

こ

と

で

一

定

額

が

県

側

か

ら

対

価

と

し

て

支

払

わ

れ

、

浄

水

発

生

土

に

関

し

て

は

園

芸

用

土

や

セ

メ

ン

ト

の

原

料

な

ど

と

し

て

収

益

が

計

上

さ

れ

る

。

資

金

調

達

に

つ

い

て

は

、
「

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

」

が

用

い

ら

れ

た

と

い

う

。

こ

の

手

法

で

は

金

融

機

関

は

企

業

に

対

し

て

で

は

な

く

事

業

自

体

へ
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融

資

を

行

い

、

事

業

に

か

か

る

資

産

の

み

が

金

融

機

関

の

担

保

と

さ

れ

、

そ

の

ス

ポ

ン

サ

ー

に

は

金

融

機

関

か

ら

の

債

務

履

行

請

求

が

及

ば

な

い

形

と

な

っ

て

い

る

。 

｢

役

割

分

担
｣

を

事

前

に

明

確

に

し

て

お

く

こ

と

が

、

P
F

I

成

功

の

ポ

イ

ン

ト

だ

と

考

え

ら

れ

る

。

神

奈

川

県

企

業

庁

の

担

当

者

も

、「

官

民

の

役

割

分

担

が

事

前

に

明

確

に

さ

れ

、

そ

の

事

業

の

軸

が

定

ま

っ

て

こ

そ

、P
F

I

の

成

果

が

最

大

化

さ

れ

る

」

と

指

摘

す

る

。

官

民

の

円

滑

な

連

携

が

あ

っ

て

こ

そ

、

民

間

の

力

が

最

大

限

引

き

出

さ

れ

う

る

の

だ

と

思

わ

れ

る

。

（

文

責
 

向

井

泰

弘

）

 

 << <<

自

然

再

生

型

公

共

事

業

自

然

再

生

型

公

共

事

業

自

然

再

生

型

公

共

事

業

自

然

再

生

型

公

共

事

業

――――

滋

賀

県

滋

賀

県

滋

賀

県

滋

賀

県

    

ヨ

シ

ヨ

シ

ヨ

シ

ヨ

シ

原

再

生

事

原

再

生

事

原

再

生

事

原

再

生

事

業業業業>> >>
    

一

般

的

に

、

公

共

事

業

は

自

然

破

壊

に

つ

な

が

る

と

批

判

さ

れ

る

が

、

最

近

で

は

、

環

境

に

配

慮

し

、

自

然

を

「

再

生

」

さ

せ

る

よ

う

な

公

共

事

業

も

散

見

さ

れ

る

。

今

回

は

、

滋

賀

県

の

琵

琶

湖

に

お

い

て

ヨ

シ

原

の

再

生

を

推

進

す

る

自

然

再

生

型

公

共

事

業

に

つ

い

て

、

滋

賀

県

琵

琶

湖

環

境

部

自

然

環

境

保

全

課

を

取

材

し

た

。

 
 

事

の

始

ま

り

は

、

琵

琶

湖

沿

岸

の

ヨ

シ

の

急

激

な

減

少

に

あ

っ

た

。

干

拓

、

埋

め

立

て

、

道

路

・

コ

ン

ク

リ

ー

ト

護

岸

建

設

等

の

一

連

の

従

来

型

公

共

事

業

に

よ

っ

て

、

昭

和

三

〇

年

代

に

は

約

二

六

〇

㌶

あ

っ

た

ヨ

シ

原

が

、

一

九

九

二

年

に

は

約

半

分

に

ま

で

激

減

し

た

の

で

あ

る

。

ヨ

シ

原

は

、

魚

、

水

鳥

等

の

生

態

系

に

対

し

て

大

き

な

役

割

を

果

た

す

他

、

ニ

ゴ

ロ

ブ

ナ

等

の

水

産

資 

        

 

源

の

産

卵

場

所

と

し

て

も

機

能

し

て

い

る

。

こ

の

ま

ま

ヨ

シ

原

の

減

少

が

進

む

な

ら

、

琵

琶

湖

に

悪

影

響

が

生

じ

る

の

は

必

至

で

あ

っ

た

。 

こ

の

状

況

を

受

け

て

、

滋

賀

県

は

一

九

九

二

年

に

「

滋

賀

県

琵

琶

湖

の

ヨ

シ

群

落

の

保

全

に

関

す

る

条

例

」

を

制

定

し

た

。

本

条

例

は

、

ヨ

シ

を

保

全

す

る

た

め

に

、

ヨ

シ

群

落

の

保

護

・

再

生

等

を

規

定

し

た

も

の

で

あ

る

。

具

体

的

に

は

、

ヨ

シ

の

植

生

状

況

に

応

じ

て

地

域

・

地

区

指

定

を

行

い

、

そ

れ

ぞ

れ

の

場

所

で

、

ヨ

シ

原

の

植

栽

・

維

持

管

理

等

が

行

な

わ

れ

る

。

植

栽

・

維

持

管

理

は

、

事

業

計

画

に

基

づ

き

、

滋

賀

県

庁

の

各

課

が

、

公

共

事

業

の

一

環

と

し

て

県

内

の

業

者

に

委

託

す

る

。

業

者

は

特

殊

な

土

壌

や

漂

砂

防

止

堤

等

の

資

材

を

用

い

て

ヨ

シ

を

植

え

る

。

ま

た

、

ヨ

シ

の

生

育

を

妨

げ

る

ヤ

ナ

ギ

等

の

伐

採

や

、

ヨ

シ

刈

り

、

火

入

れ

等

の

維

持

管

理

も

行

っ

て

い

る

。

な

お

、

国

の

自

然

再

生

型

公

共

事

業

推

進

の

流

れ

を

受

け

、

こ

れ

ら

一

連

の

事

業

に

は

、

県

の

予

算

の

み

な

ら

ず

、

環

境

省

や

国

交

省

等

、

中

央

省

庁

か

ら

の

補

助

金

も

活

用

さ

れ

て

い

る

。 

と

こ

ろ

で

、

ヨ

シ

原

の

植

栽

・

維

持

管

理

は

一

律

な

や

り

方

で

な

さ

れ

て

い

る

わ

け

で

な

く

、

手

法

が

県

庁

内

部

の

課

ご

と

に

そ

れ

ぞ

れ

異

な

っ

て

い

る

。

 

例

え

ば

自

然

環

境

保

全

課

で

は

、

減

衰

し

つ

つ

あ

る

既

存

の

ヨ

シ

原

の

安

定

し

た

生

長

に

注

力

す

る

技

術

を

用

い

て

い

る

。

こ

れ

は

最

も

自

然

に

配

慮

し

た

手

法

で

あ

る

が

、

面

積

の

拡

大

に

時

間

が

か

か

る

と

い

う

短

所

が

あ

る

。

他

方

、

水

産

課

は

水

産

資

源

保

護

を

目

的

と

し

て

、

大

規

模

な

盛

り

土

に

よ

っ

て

短

期

間

に

大

規

模

な

ヨ

シ

帯

を

創

出

し

て

い

る

。

ま

た

、

河

港

課

は

景

観

保

全

を

目

的

と

し

て

、

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

前

浜

に

ヨ

シ

を

造

成

し

て

い

る

。

こ

の

よ

う

に

、

そ

れ

ぞ

れ

の

課

が

各

々

長

短

併

せ

持

っ

た

事

業

を

展

開

す

る

た

め

、

課

の

間

で

の

連

携

が

欠

か

せ

な

い

。

そ

の

た

め

、

造

成

方

法

、

造

成

面

積

に

つ

い

て

は

審

議

会

の

席

で

意

見

交

換

・

調

整

が

図

ら

れ

て

い

る

。

 

二

〇

一

〇

年

現

在

、

過

去

八

年

間

で

約

二

〇

㌶

の

ヨ

シ

原

が

造

成

さ

れ

た

。

さ

ら

に

、

二

〇

二

〇

年

ま

で

の

一

〇

年

間

で

二

〇

㌶

の

造

成

を

目

標

に

し

て

い

る

。

こ

の

ペ

ー

ス

で

い

け

ば

数

十

年

後

、

我

々

は

面

積

に

お

い

て

昭

和

三

〇

年

代

と

同

水

準

の

ヨ

シ

原

を

目

の

当

た

り

に

で

き

る

と

い

う

。

ヨ

シ

原

再

生

事

業

は

、

在

り

し

日

の

琵

琶

湖

を

蘇

ら

せ

る

と

い

う

夢

を

託

さ

れ

た

、

新

し

い

形

の

公

共

事

業

な

の

で

あ

る

。

（

文

責

 

三

谷

真

吾

）

 
再生されたヨシ原の風景 


